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問
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意
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補
正
予
算
に
関
す
る
政
府
の
説
明
責
任
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

前
回
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
三
七
号
、
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
）
に
対
し
て
再
度
質

問
す
る
。

一

答
弁
書
の
四
に
つ
い
て
で
、
「
経
済
政
策
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
効
果
に
つ
い
て
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
と
は
、
国
債
を
多
く
発
行
す
る
と
金

利
が
上
が
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
図
一
は
国
債
発
行
残
高
、
図
二
は
金
利
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
グ
ラ
フ
を
比

べ
れ
ば
、
日
本
で
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
は
全
く
起
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
は
な
い
の
か
。

二

こ
れ
ま
で
、
政
府
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
恐
れ
て
大
規
模
な
財
政
出
動
を
避
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
、
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

三

一
九
九
七
年
度
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
五
百
十
三
兆
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
度
は
四
百
九
十
六
兆
円
ま
で
下
が
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
十
年
以
上
も
前
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
よ
り
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
国
は
日
本
以
外
に
は
ど
こ
に
も
な
い
。
こ
れ
は
経
済

政
策
の
失
敗
が
原
因
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
府
が
経
済
政
策
を
間
違
え
た
理
由
は
経
済
モ
デ
ル
が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
の
で
あ

一



る
。
例
え
ば
、
今
年
一
月
十
六
日
に
内
閣
府
で
発
表
さ
れ
た
「
経
済
財
政
の
中
長
期
方
針
と
十
年
展
望
」
で
は
、
公
共
投
資

を
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
相
当
継
続
的
に
増
や
す
と
長
期
金
利
は
初
年
度
で
〇
・
二
七
％
、
二
年
目
で
〇
・
四
一
％
上
昇
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
が
起
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
図
一
、
図
二
で
示
し
た
よ
う

に
、
こ
れ
は
現
実
と
は
完
全
に
矛
盾
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
モ
デ
ル
で
日
本
経
済
を
説
明
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
は

な
い
の
か
。

四

答
弁
書
の
二
に
つ
い
て
で
、
「
公
債
等
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
含
め
、
「
経
済
危
機
対
策
」
等
を
踏
ま
え
た
中
長
期
の
経
済

財
政
の
姿
の
試
算
に
つ
い
て
は
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
あ
っ
た
。
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
試

算
の
発
表
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
、
発
表
さ
れ
る
結
果
に
は
、
前
回
質
問
主
意
書
で
要
求
し
た
「
〇
九
年
度
補

正
に
よ
り
公
債
等
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
増
え
る
の
か
、
減
る
の
か
」
と
い
う
質
問
に
答
え
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

五

以
下
は
「
財
政
赤
字
等
の
マ
ク
ロ
的
な
比
較
評
価
」
に
つ
い
て
六
月
二
日
の
朝
日
新
聞
等
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
一
部
で

あ
る
。国

民
が
知
り
た
い
情
報
の
一
つ
は
、
各
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
盛
り
込
ま
れ
た
政
策
を
実
施
し
た
結
果
、
財
政
収
支
が

ど
う
な
る
の
か
、
税
負
担
が
ど
う
な
る
の
か
、
経
済
成
長
率
や
失
業
率
が
ど
う
な
る
か
、
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
的
な
分
析
で

二



あ
る
。
こ
う
し
た
評
価
を
行
っ
て
い
る
の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
政
府
機
関
と
し
て
、
経
済
政
策
分
析

局
（
Ｃ
Ｐ
Ｂ
）
と
い
う
機
関
が
あ
り
、
政
府
の
経
済
財
政
見
通
し
等
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｂ
は
、
政
府
機
関
で

あ
る
も
の
の
、
政
治
的
に
強
い
独
立
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｐ
Ｂ
は
選
挙
前
に
経
済
財
政
見
通
し
を
発
表
す
る
が
、

全
て
の
政
党
は
、
こ
の
見
通
し
を
政
策
提
案
の
前
提
と
し
て
使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
各
政
党
は
、
選
挙
前
に
、
Ｃ
Ｐ

Ｂ
に
対
し
て
、
彼
ら
の
政
策
提
言
を
提
出
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｂ
は
、
そ
の
コ
ス
ト
や
経
済
に
与
え
る
イ
ン
パ

ク
ト
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
、
政
党
の
政
策
提
言
の
矛
盾
点
を
指
摘
す
る
。
そ
の
比
較
分
析
は
、
歳
出
・
歳

入
・
財
政
収
支
、
税
・
社
会
保
険
料
の
負
担
、
消
費
者
物
価
上
昇
率
、
失
業
率
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
等
、
マ
ク
ロ
経
済
指
標

を
広
範
に
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
り
、
各
党
の
政
策
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
制
度
で
あ
り
、
同
様
な
制
度
を
日
本
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
特
に
公
債
等
残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の

値
が
ど
う
な
る
の
か
を
、
各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
て
計
算
し
、
ど
の
政
党
が
国
の
財
政
危
機
に
対
し
て
最
も
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
を
国
民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

政
府
は
こ
れ
ま
で
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
恐
れ
、
大
規
模
な
財
政
出
動
を
避
け
て
き
た
。
し
か
し
、
本
当
に
金
利
が

上
が
り
そ
う
に
な
れ
ば
、
日
銀
が
大
量
に
国
債
を
買
う
こ
と
に
よ
り
金
利
上
昇
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

三



れ
に
対
し
て
諸
外
国
は
国
債
買
い
入
れ
等
を
大
規
模
に
行
っ
た
た
め
に
主
要
中
央
銀
行
の
資
産
は
前
年
比
で
約
一
・
五
倍
に

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
二
・
三
倍
、
ユ
ー
ロ
圏
は
二
十
六
％
増
、
イ
ギ
リ
ス
中
央
銀
行
は
二
・
二
倍
、
カ
ナ

ダ
中
央
銀
行
は
三
十
二
％
増
で
あ
る
が
日
銀
は
僅
か
八
％
増
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
結
果
、
日
本
円
は
独
歩
高
と
な
り
、

輸
出
が
激
減
し
、
日
本
経
済
は
世
界
で
最
も
悪
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
日
本
経
済
が
苦
境
に
追
い
込
ま
れ
た

の
は
、
日
本
の
景
気
対
策
が
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
の
か
。

七

政
府
は
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
を
恐
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
こ
れ
だ
け
の
大
不
況
で
金
利
が
上
が
る
と
、
経
済
は
壊
滅

的
な
打
撃
を
被
る
。
一
刻
も
早
く
効
果
の
上
が
る
財
政
出
動
を
行
い
、
金
利
上
昇
に
も
耐
え
う
る
経
済
に
戻
し
て
い
く
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
の
中
で
日
本
だ
け
が
極
端
に
低
い
金
利
（
特
に
長
期
金
利
）
を
続
け
て
い
る
が
、
こ
の
結

果
、
次
の
よ
う
な
害
が
あ
る
。

（
一
）

貯
金
に
利
子
が
ほ
と
ん
ど
つ
か
な
い
か
ら
、
本
来
得
ら
れ
る
べ
き
利
子
収
入
が
無
く
、
消
費
の
増
大
に
繋
が
ら
な

い
し
、
タ
ン
ス
預
金
も
増
え
、
お
金
が
流
れ
ず
経
済
は
停
滞
し
た
。

（
二
）

危
険
な
円
キ
ャ
リ
ー
ト
レ
ー
ド
に
よ
り
巨
額
の
資
金
が
流
れ
出
て
、
世
界
経
済
に
バ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
、
そ
の
崩

壊
に
よ
っ
て
世
界
経
済
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
今
回
の
世
界
経
済
危
機
発
生

四



と
同
時
に
資
金
が
逆
流
し
、
一
気
に
円
高
が
進
み
輸
出
企
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。

（
三
）

本
来
景
気
刺
激
は
財
政
出
動
で
な
く
、
政
策
金
利
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
事
実
上
の

ゼ
ロ
金
利
が
続
い
て
い
る
た
め
に
、
金
利
の
上
げ
下
げ
に
よ
る
機
能
が
失
わ
れ
て
い
て
、
財
政
出
動
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
国
の
借
金
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
弊
害
を
考
え
る
と
、
効
果
の
上
が
る
景
気
対
策
で
一
気
に
経
済
を
良
く
し
て
、
日
本
経
済
を
金
利
上
昇
で
も

耐
え
う
る
健
全
な
状
態
に
一
刻
も
早
く
戻
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
、
企
業
や
家
計
と
い
っ

た
民
間
部
門
が
、
財
政
支
出
に
頼
ら
ず
に
生
産
・
所
得
・
支
出
の
好
循
環
に
よ
っ
て
成
長
す
る
状
態
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五
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